
リ

グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

の

ヴ

ァ

ル

ナ

讃

歌

に

つ

い
て

ー
ー
ヴ

ァ
ル
ナ
讃

歌

に
關
す

る
考
察

の

節
ー

稻

津

紀

三

一

ジ
グ

・
ヅ

ェ
ー
ダ

に

つ
い

て
の
観

黙

と

古
詩
篇

の
意
義

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
グ

の
讃
歌
は
、
イ
ン
ド
精
騨
史
の
源
泉
を
な
す
が
、

こ
れ
を
と
り
あ
つ
か
う
上
に
忘
れ
て
な
ち
な
い
こ
と
は
、

リ
グ

・
ヴ

ェ

ー
グ
は
、輩

に
神
話
や
宗
教
感
情
を
う
た
っ
た
詩
で
あ
る
の
で
は
な
く
、

ア
ー
リ
ヤ
人
が
初
め
て
。

ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
を
開
拓
し
、
や
が
て
中
國

地
方
に
移

つ
て
こ
の
地
に
イ
ン
ド
文
明
の
基
礎
を
き
ず

い
た
と

こ
ろ

の
、
か
れ
ら
の
國
土
建
設
の
歴
史
と
、
そ
れ
を
圭
導
し
た
精
神
と
の
、

全
腱
を
表

現
し
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
こ
の
観
黙
か
ら
見
な
お

す
と
、
讃
歌
が
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
る
歴
史

の
裏
づ
け
を
得
て
、
非
常

に
現
實
性
を
も
つ
て
理
解
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
時

代
に
産
出

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
古
詩
篇
が
、
と
く
に
重
要
な
意
味
を

も

つ
て
く

る
。

リ
グ

・
ヴ
ェ
ー
グ
本
集
の
構
成
を
注
意
す
る
と
、
十
巻

一
○
二
七
篇

の
詩
篇
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
層

に
わ
け
ら
れ

る
9
(
一
)
第
二
巻
よ

リ

シ

り
第
七
巻
ま
で
の
六
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
上
代
の
代
表
的
な
詩
聖
と
そ

〔後
表
参
照
〕

の

一
族
の
家
集

の
よ
う
な
性
格
を
も
ち
、
パ

ン
ジ

ャ
ー
ブ
時
代
に
諦
出

さ
れ
た
詩
篇
が
、
圭
要
な
内
容
に
な

つ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
も
な
お

新
古
の
層
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
総
じ
て
こ
れ
を

「古
詩
篇
」
と
稻
し

て
お
く
。
(ず
つ
と
後
期
の
作
品
も
こ
の
中
に
混
入
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
内

容
と
形
式
か
ら
比
較
的
容
易
に
見
わ
け
ら
れ
る
)

(
二
)
第

一
、
八
、
九
、

十
の
四
巻
は
、
ア
ー
リ
ヤ
人

の
圭
力
が
東
漸
し
て
ク
ル
地
方
に
移

つ
て

か
ら
、
こ
の
本
集

の
編
集
さ
れ
る
頃
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
詩
篇
を
含
む

も
の
と
見
ら
れ
、

こ
の
時
代

の
國
土
、
杜
會
、
宗
教
、
思
想
を
反
映
す
る
。

古
詩
篇
と
、
新
し
い
暦
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
讃
歌
の
う
え
に
、

か
な
り
鮮
か
な
相
違
が
あ
ら
わ
れ
、
同
じ
イ
ン
ド

ラ
讃
歌
や
ヴ

ァ
ル
ナ

讃
歌
で
も
、
同

一
に
は
あ
つ
か
え
な
い
。
そ
し
て
、
詩
と
し
て
の
内
容

は
、
古
詩
篇

の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
草
創
時
代

の
緊
張
し
た
生
活
に

裏
づ
け
ら
れ
て
、
精
神
的
創
造
も
大
き
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

の
ヴ

ァ

ル
ナ
讃

歌

に

つ

い
て

(
稻

津
)
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リ
グ

・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
ヴ
ァ
ル
ナ
鵡讃
一歌
に
つ
い
て

(稻

津
)

こ
の
時
代
に
、
か
れ
ら
の
生
活

の
福
軸
を
な
し
た
の
は
、
先
住
民
と
の

職
圏
で
あ
る
。
そ
の
職
闘
を
と
お
し
て
國
土
の
建
設
が
行
わ
れ
る
。
そ

れ
で
、
軍
神
イ
ン
ド
ラ
の
信
仰
が
非
常

に
つ
よ
く
お
こ
つ
て
、
職
勝
を

所
願
す
る
イ
ン
ド
ラ
讃
歌
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。
ま

た
、
パ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方

の
自
然
環
境
を
基
礎

に
し
て
、
格
調
の
高
い

自
然
讃
歌
や
、
特
異
な
イ
ン
ド
ラ
神
話
が
創
造
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
生
活
の
な
か
か
ら
、
深
い
宗
教
的
精
神
や
、
哲
學
的
精
神
が
目

ざ
め
て
、
そ
れ
が
、
ア
グ

ニ
讃
歌
や
、
ヴ

ァ
ル
ナ
讃
歌

に
表
現
さ
れ
る
。

後
期
の
讃
歌

で
は
、
古
詩
篇
を
生
ん
だ
自
然
的
生
活
的
基
盤
を
は
な
れ

て
、
前
代

の
型
を
踏
襲
す
る
の
で
、
創
造
的
精
騨
が
乏
し
く
な
つ
て
い

る
そ
れ
ゆ
え
、
古
イ
ン
ド
か
ら
今
日
ま
で

一
貫
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

イ
ン
ド

の
最
も
高
い
精
神

の
傳
統
を
知
る
た
め
に
は
、
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー

グ

の
古
詩
篇
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
と
に
、
そ
の
な
か
の

ヴ
ァ
ル
ナ
讃
歌

に
、
宗
教
的
に
も
哲
學
的
に
も
、
最
も
高
い
精
騨
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
碩
學
に
ょ
つ
て
注
意

さ
れ
て
き
た
が
、
な
お
充
分
に
解
明
し
つ
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

そ
れ
で
、

こ
こ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
古
詩
篇

の
ヴ

ァ
ル
ナ
讃
歌
を
分
析

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

二
 
古
詩
篇

六
家
集

に
あ
ら
わ
れ
た
ヅ

ァ
ル
ナ
讃
歌

ま
ず
、

古

詩

篇

六
家

集

の
な

か

に
、

ヴ

ァ
ル

ナ
讃

歌

が
、

ど

う

い
う

形

で
あ

ら

わ

れ

て

い

る

か
を

ま

と

め

て

示

し
、

こ
れ

を
基

そ

に
し

て
考

察

を
す

す

め

た

い
。

結

論

を

先

に

い
う

な

ら

ば
、

ア
グ

ニ
讃

歌

と

イ

ン

ド

ラ
讃

歌

は
、

数

も

全

讃
歌

の
牛
ぼ

以

上

を

し

め

六
家

集

を

通

じ

て
、

同
様

の
重
要

さ
を

も

つ

て
と

り

あ

つ
か

わ

れ

て

い

て
、

明

か

に
、

民
族

的

な
信

仰

で
あ

る

こ
と

を

示

し

て

い

る

が
、

ヴ

ァ
ル

ナ
讃
歌

は
、

藪

も

少
く
、

か

つ
、

ヴ

ァ
シ

ス
ト

ハ
と

ア

ト

リ
家

集

に
ま

と
ま

っ
て

い

る
だ

け

で
、

他

に
は
籔

篇

散

見

さ

れ

る

に
す

ぎ

な

い
。

こ
れ

は
、

民

族

的
な

信

仰

で
な

く
、

特

殊

な

一
族

に
傳

承

さ
れ

た

か
、

或

は
す

ぐ

れ
た

入

格

に

よ

つ

て
把

握

さ

れ

た
信

仰

で
あ

る

こ

と
を
、
示

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

こ

の
黙

に
ヴ

ァ
ル
ナ
讃
歌

の
特

質
(が

見

い
だ

さ

れ

る

の
で
あ

る
。

古

詩

篇
工
ハ
家
臨集
讃

歌

全

表

(
)

内

の
藪

字
は
各
巻
詩
箭

の
序
藪

を
示
し
、
鰐
線
を
附
し
た
も

の
が

ヴ

ァ
ル
ナ
讃
歌
で
、

そ

の
部

分
の

〔

〕

内

の
藪
字

は
、

そ
の
詩
編

の
詩

句

の
藪
を
示
す
。

第

二
巻

(
I
I
 
M
a
n
d
a
l
a
)
 
R
i
s
i
 
G
r
i
t
s
a
m
a
d
a

家
集

四
十
三
篇

第

一

集
、
A
g
n
i
 
十
篇

(
1
-
1
0
)
。第

二
集
、
I
N
d
r
a十
二

篇

(
1
1
-2
2
)
。第

三
二集
、
B
r
a
h
m
a
n
a
s
p
a
t
i
 

(
B
r
i
h
a
s
p
at
i
)四
管

(
23
-
2
6
)
。
第

四
集
、

A
d
ity
a
と

v
a
r
u
n
n
a

三
篇

(
27
 
Ad
ity
a

〔
17
〕
,
 
2
8
 

v
a
r
un
a
 
〔
1
1

〕

2
9
 v
is
v
e
d
e
v
a

中

の
A

d
i
t
y
a
v
a
 
V
a
r
u
n
u
a

〔
1
-7
〕
)
。第

五
集
、

全
神
「

v
i
sve
d
e
v
a
 三
篇
 
(
3
0
-
3
2
)
。第
六
集
、

風
雨
神

五
篇
 
(3
3
 
R
ud
ra

3
4
 
Mar
u
t
s
,
 

3
5
 
A
p
a
s
,
 
3
6
,
 

3
7
,
 
S
o
m
a
p
a
)
。

第
七
集
、
種

々
の
紳

六ハ
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篇

(
3
8
 
Sav
itr
i
,
 
3

9
 A
s
v
i
n
 
4
0
 
S
o
m
a
-

p
u
s
h
a
n
,
 
4
1

諸

神

七

歌
-

〔a
〕
v
a
y
u
,
 〔b
〕
M
i
tra
v
p
r
u
a

〔8
-

9
〕

〔c
〕
A
sv
i
n
〔d
〕
I
n
d
r
a
,

〔e
〕
v
i
sv
e
d
e
v
a
,
 
S

a
r
a
sv
p
t
r
a〔
g〕
D
y
p
s
s-P
r
it
h
iv
-
4
2
,

3
 
Sa
k
u
n
)

第

三

巻
 
(
I
I
I
 
M

a
n
d

a
l
a
)
 
R
i
s
i
 
V
i
s
v
a
m
i
t
r
a

家

集

六
十

二
篇
 

第

一

集
、

A
g
n
i
二
十

九
篇

(
1
-
29
,
 そ

の
中

3

祭

桂
、
1
2
 
In
d
ra
-
Agq
n
i
,

2
6
 
A
g
n
i
-

v
a
sv

s
ara
)

第

二
集
、
I
n
d
r
a

二
十

四
篇
 

(
3
0
-
5
3
 
そ

の
中

3
3

詩
聖

と

二
河

の
封

話

篇
、

3
9

曉

の
歌
、
4
7
 M

a
ru

s
 を

と
も

な

え

る
I
n

d
ra
)
。
第

三
集
、

全

神

v
i
sv
e
d
e
v
a

四
篇

(

5
4
-

7
9
,
 
そ

の

中

5
6
三

界

の
諸

神
)
。

第

四

集
、

諸

神

の
歌

五
篇

(
5
8
 
As
v
i
n
 59

M
itr
p

〔5
〕
》
6
0
 
R
i
b
h
u
,
 
6
1
 
U
s
h
a
s
 
6
2
六
小
篇
〔
p
〕
I
n
d
r
a
-

v
a
r
u
n
a〔
3
〕
,
〔b
〕
B
r
a
m
a
n
a
s
p
p
t
t
i
〔
c
〕
勺
P
u
s
h
a
n
,
〔
d
〕
S
a
v
t
i
t
r
i
,

〔e
〕
S
o
m
a
〔
f
〕
M
i
t
r
a
-
V
a
r
u
n
a
〔
3
〕

第
四
巻

(
V
I
 
M
a
d
a
n
a
d
a
l
a
)
 
V
a
m
a
d
e
v
a
 

家
集
 

四
十
入
篇
第

一
集
、

A
g
n
i
 
十
五
篇
 
(
1
-
15
,
 
そ

の
中
1

3
,
 
1
4
 

S
u
rya
と
共

に
)
。
第

二
集
、

I
s
d
r
a
 十
七
篇

(
1
6
-3
2
,
 
そ
の
中
1
8
 
I
n
d
ra
の
誕
生
、
2
6
,
 
2
7
 
I
n
d
r
a

と
鷲
、
2
8
 
I
n
d
r
a
-
S
o
m
a
)
。
第
三
集
、
R
i
b
h
u
 

五
篇

(3
3
-
3
7
)
。第
四

集
、
D
a
d
h
i
k
r
a
 

三
篇

(
3
8
-
4
0
)
。

第

五
集
、

双
神

の
歌

十
篇

(
41
,
 
4

8

I
nd
ra
v
a
-
V
a
s
n
p
〔
1
1
〕
〔
1
0
〕
4
3
,
 
4
4
,
 
4
5
,
 
A
s
v
i
n
 
4
6
,
 
4
7
,
 
4
8

I
nd
ra
v
-
V
a
y
u
,
 
4
9
,
 
5
0
 
I
n
d
r
a
-
B
r
i
h
a
s
p
a
t
i
)
。

第

六
集
、

諸
神

の
歌
入

篇

(
5
1
,
 
5
2
 
U
s
h
a
s
,
 
5
3
,
 
5
4
,
 
S
a
v
t
t
,
 
5
5
,
 
V
i
s
v
e
d
e
v
a
,
 
5
6
 
D
y
a
s
u
s

-

P
r
i
t
h
i
v
i
,
 
5
7
 
K
s
e
t
r
a
p
a
t
i
 
5
8

牛
酪

の
歌
)
。

第

五
巻
 
(
V
 M
a
n
d
a
l
a
)
 
R
i
s
i
 

A
tr
i
家
集

八
十
七
篇
第

一
集
、

A
g
n
i

二
十
八
篇

(
1
-
2
8
)
。
第

二
集
、

In
d
r
r
a十

二
篇

(
29
-
4
0
,
 
そ

の
中

4
0牡
牛

と
I
n
d
r
a
,
 
I
n
s
d
r
a

と
ア
ト
リ
詩
聖
)
。
第

三
集
、

全
紳
V
i
sv
e
d
e
v
a

十

一
篇
 
(
4
1
,
 
4
2
,
 
4
3
,
 
4
4
,
 
4

5
光
り

と
雨

の
諸
神
、
4
6ひ

全
紳
、

8
7
,
 
4

8
,
 
S
u
ry
a

と
、

お
よ
び
、

そ
れ
と
共
な
る
諸
神
、

4
9
全
神
、

特
に

S
av
t
i
t
r
i
,
 

5
0
 
N
a
i
t
r
i
,
 

5
1
五
小
篇
)
。
第

四
集
 
M
a
ru
r
s十
篇

(
5
2
-

6
1
)
。第
五
集
、
M
i
t
r
a
-
V
a
r
n
a

十

一
篇

(
6
2〔9
〕
,
63
〔
7
〕
所
雨
歌
、

6
4
〔
7
〕
,
6
5
〔
6
〕
,
 
6
6
〔
6
〕
V
a
r
n
a
 
M
i
t
r
a
 
〔
5
〕
,
6
8

〔
5
〕
,
6
9
,
 
4
,
 
7
0
〔
4
〕
7
1
〔
3
〕
,
7
2
〔
3
〕
)
。

第

六
集
、
A
s
v
i
n
 
六
篇

(
7
3
-
7
8
)そ
の
中

7
8
〔b
〕

は
救
濟

の
所
り
)
。
第
七
集
、
U
s
ha
s
と

S
av
it
r
i四
篇
(
7
9
,
 
8
0
 
U
s
h
a
s
,
 
8
1
,
 
8
2
,
 
S
a
v
t
r
i
)
。

第

入
集
、

諸
神

の
歌

五
篇

(
8
3
 P
a
r
a
jpy
a
 
8
4
 
P
r
i
t
h
i
v
i
,
 
8

5
,
 
v
a
rs
gsp

〔
8〕
,
8
6

I
n
d
ra
-A
g
n
i
,
 
8

7

M

a
r
u
ts
 v
i
s
h
u
n

q
)
。

第

六

巻
 
(
V
I
 M
a
n
d
a
l
a
)
 
R
i
s
i
 

B
h
a
ra
d
v

y

家

集

七

十

五
篇
 

第

一

集
、
A
g
n
i

十

六

篇

(
1
-
1
6
,
 
そ

の
中

7
,
 
8
,
 

9
A
g
n
i
-

v
as
a
r
a
)
。

第

二
地集
、

I
nd
ra

三
一十

一
篇

(1
7
-
4
7
)
。
第
三
焔集
、

全

紳
V
i
s
v
e
v
e
d
e
v

五
篇

(
48-

5
2
)
。第
西

集
、
P
u
s
a
s
n
そ

の
他
藪

篇

(5
3
,
 
5
4
,
 
5
5
,
 5
6

5
7
,
 5
8
 P
u
s
a
n
,
 
5
9
,
 
6
0
 
I
n
d
r
a
-
A
g
n
i
,
 
6
1
 

S
a
r
a
s
v
a
t
i
)
。

第

五
集
、

A
sv
n

と
U
s
h
a
s
四

篇

(
6
2
,
 
6

3
 A
sv
i
n
,
 
6
4
,
 
6

5
,
 
U
s
h
as
)
。
第

六

集
、

諸

神

の
歌

十

篇

(
6
6
 M

a
ru
t
s
,
 
6
7
 M
itr
a
-v
a
r
n
a

〔
1
1〕
,
 
6

In
d
rp
 v
a
rs
n
a

〔
1
1〕

6
9
 I
n
d
r
a
-v
is
hn
u
,
 7
0
 
Dy
a
u
s
-
P
r
i
t
h
i
v
i
,

7
1
 S
a
v
tr
i
,
 
7
2
 I
n
d
r
a
-
Som

a
,
 73
 B
r
i
h
a
s
p
a
t
i
,
 

7
4
 S
om
a
-
R
ud
r
a
,

7
5
 武

器
の
歌
)
。

第
七
巻
 
(V
I
I
 
M
a
n
d

a
l
a
)
 
R
i
s
i
 

v
a
s
i
s
t
h
a

家
集

百
四
篇

第

一
集
、

A
g
n
i十
七
篇

(
1-
1
7
,
 そ
の
中
1
3
 
A
g
n
i
-
v
a
i
s
v
a
n
a
r
a
)
。

第
三

集
、

I
nd
ra

十
六
篇

(
1
8
-33
,
 
そ
の
中

3
3
は
十
王

の
職

の
歌

で

v
a
i
s
t
h
a

サ

グ
・

ヴ

ェ
ー

ダ

の
ヴ

ァ

ル
ナ
讃

歌

に

つ

い
て
 
(
稻

津
)
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リ

グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

の
ヴ

ァ

ル
ナ
嚇讃
歌

に

つ

い

て
 
(
稻

津
)

を

神

格

化

す
)
。

第

三

集
、

全

紳
V
i

s
v
e
d
e
v
a

二
十

二
篇

(3
4
-
3
5

3
6
,
 
3
7
,
 
3
8
,
 
3
9
,
 
4
0
,
 
4
1
,
 
4
2
,
 
4
3
,
 
V
i

s
v
e
d
e
v
a
,
 
4
4
 Da
d
h
i
k
r
a

4
5
 S
av
t
i
t
r
i
,
 
4
6
 
R
u
d
r
a
 
4

7
 
A
p
a
s
,
 
4
8
 

R
i
b
h
u
,
 
4
9
 
A

p
a
s
,
 
5
0

治

病

の
所
願
、

5
1
,
 
5
2
 
A
d
i

ty
a

と
全
神
、

5
3
 
Dy
a
u
s
-
P
r
j
t
h
i
v
i

と
全

紳
、

5
4
 
V
a
s

to
p
a
t
i
,
 
5
5
 Y
a
m
a

の
二
狗
と
眠
り

の
歌
)
。
第
四
集
、

M
p
ru
t
s四
篇

(
5
6
-5
9
)
。第
五
集
M
i
tr
a
v
a
-
v
a
m
i
(
6
0〔
1
2〕導

6
1
〔
7
〕
,
 
6
2
〔
6〕
6
3

〔
6〕

M
it
ra
-
V
a
r
u
n
a
 
S
u
ry
a
,
 
6
4〔5
〕

A
ry
p
m
a
n
 
65
〔
5
〕
6
6
六
小
篇
-

〔a
〕
M
otr
a
-
V
a
u
u
n
a
〔
1
-
3

〕
.

〔
b
〕
A
d
i
t
y
a
〔
4
-
6〕

〔c
〕
A
r
y
a
m
a
n
,
 

M
itr
a
-
v
a
r
u
p

〔
7-

9
〕

〔d
〕
M
itra
-v
a
r
u
n
a
,
 
A
r
y
a
m
a
n
 
1
0
-
1

3
,
 〔e
〕

S
u
r
y
a〔
1
4
-

1
5
〕
,
〔
f
〕
M
i
t
r

a
-
V
a
r
u
n
a

〔
1
6
-
1
9
〕
)
。第
六
集
、
A
s
v
s
i
n篇

(
67

-
7
4
)
。第

七
集
、
U
s
h
a
s七
篇

(7
5
-
8
1
)
。第

八
集
、
I
nd
r
av
p
r
u
a

四
篇

(
8
2
〔
10
〕
,
83
-
10
〕
8
4
〔5
〕
8
5
〔
5
〕
十
王

の
職

の
歌
を
含
む
)
。

第
九
集
、

v
p
rq
n
p

四
篇

(
8
6〔
8〕
8
7
〔
7
〕
8
8

〔7
〕
,
 
8
9

〔
5
〕
)
。第

十
集
、

双
神

の
歌
七
篇

(9
0
,
 
9
1
,
 
9
2
 
I
n
d
r
a
-
V
a
y
u
,
 

9
3
,
 9
4
 
I
n
d
ra
、

a
g
n
i
 

(

9
5
,
 

9
6
,
 
S
a
r
a
s
v
a
t
i
-

S
a
ra
v
t
)
。
第
十

で
集
、

諸
神

の
歌
六
答
冊

(
9
7
 
I
n
d
r
a
-

B
r
i
h
a
s
p
a
t
i
,
 

9
8
 
I
n
d
ra
 
9
9
 I
s
d
r
a
-
V
i
s
h
u
u
,
 
1
0
1
,
 

1
0
2
。

p
ar
j
a
n
)
。第
十

二
集
、

調
刺

と
呪
咀
歌

二
篇

(
1
03
蛙

の
歌
、
1
0
4

呪
咀
歌

三
小
篇
丁
ー

〔a
〕
悪
人
と
魔

の
絶
滅

を
イ

ン
ド

ラ
と
ソ

ー
マ
に
所

る
。

〔b
〕
悪
人
と
魔

の
絶
滅
を
所

る
。

〔c
〕
魔
難

の
呪
咀
)

以

上

に
よ

つ
て
、

古

詩

篇

に
あ
ら

わ

れ

た

全
讃

歌

の
髄

系

が

明

か

に

な

る
。

各
巻

と

も

ア
グ

ニ
讃

歌

を
最

初

に

お
き
、
次

に

イ

ン
ド

ラ
讃

歌
、

次

に
全

神
讃

歌

(
或

は

こ

れ
を

略

し
)
、
次

に
各
詩

家

の
特

色

を

示

す
讃

歌

を

お

さ

め

て

い

る
。

こ
れ

に
よ

つ
て
、

ア
グ

ニ
崇

拝

と
、

イ

ン
ド

ラ

崇

拝

と

は
、

全
民

族

に
共

通

す

る

つ
よ

い
信
仰

で
あ

つ
た

こ
と

が

示

さ

れ

る
。

ヴ

ァ

ル
ナ
崇

拝

は

そ

れ

と

は

趣

き

を
異

に

し
、

特
殊

な
詩

家

の

傳

承

の
よ

う

で
あ

る
。

ヴ

ァ
ル

ナ
讃

歌

の
全
禮

を
ま

と
め

る

と
、

次

の

よ
う

に
な

つ
て

い

る
。

一
、
ヴ

ァ
ル
ナ

一
瀞
に
さ
さ
げ

る
讃
歌

六
篇

(
第
七
巻
に
四
篇
、

第

五
巻
、

二
雀

に
各

-
篇
)

二
、

ミ
ト
ラ

・
ヴ

ァ
ル
ナ
双
神
に
さ
さ
げ
る
讃
歌

二
十

一
篇

(
第
五
雀
に
十

一
故扁
、
第

七
巻

に
七
雌扁
、
第
二
、
三
一
、
六ハ
巻
に
各

-
篇
)

三
、

イ
ン
ド
ラ
・
ヴ

ァ
ル
ナ
双
神

に
さ
さ
げ
る
讃
歌
八
篇

(第

七
巻

に
四
篇
、

第

三
、
六
巻
に
各

-
篇
)

四
、

ア
ー
デ

ィ
ト

ヤ
群
瀞

に
さ
さ
げ

る
讃
歌

四
篇

(
第
七
雀
、

二
総

に
各

-

篇
)

殆

ん
ど

が
、

第

七
巻

と

五
巻

に
ま

と
ま

つ
て

い
て
、

こ

れ

に

よ

つ

て

ヴ

ァ

ル
ナ
崇

拝

は
、

圭

と

し

て
、

ヴ

ァ
シ

ス
下

ハ
と

ア

下

り

の
、

爾

詩

家

に
、

把

持

傳

承

さ

れ
た

信

仰

で
あ

る

よ
う

に
見

え

る
。

そ

れ
だ

け

に

民

族

的

な
信

仰

よ

り

も
、

宗
)ゆ教
的

哲

學

的

に
、

深

い
精

神

を
表

現

し

て

い
る
。

そ

れ
を
、

讃

歌

の
内
容

か

ら
明

か

に

し
た

い
と
思

う
。
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